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アメ リカ鉄鋼資 本の多角的事業展 開 と

日米合弁企業 の位置 づけ(3)

7……i..ill 康 宏

III営 業利益 と設備投資 の推移に見る80年 代のア メリカ鉄鋼 資本

6.総 括

まず 第1表 か ら鉄 鋼 不況 期 をは さむ78～81年 期 、…:.86～89年期 ζの対 比 に よ っ

て,大 手5社 総 体 と しての収 益 構 造 の変 化 を 見 る1::;一…一一 ベ ス レヘ ムの74～77年

期 の数 値 が 欠 落 して お りこの時期 と86～89年:期 と・　ゴ対 上ヒす る こ とが で き な い

一 営業 利 益 合 計 に占 め る鉄鋼 部 門利 益 の比 率が ,41%か ら51%へ と上 昇 して

い る こ とが わか る。USXの 長期 ス トの影響 が あ.=、て さえ も,86～89年 期 の鉄

鋼部 門 の利 益 は78～81年 期 の94%に ま で 回復 し℃ 　…ll:),した が って そ の収 益 力

は基 本 的 に鉄 鋼 不 況期 以前 の レベ ル に戻 って い る とい える。

しか し,多 角 化 部 門 を見 る と,86～89年 期 の利ilii額llま7i3～81年 期 の それ の63

%に と どま って お り,こ の結 果,86～89年 期 の鉄 鋼部 門 と多 角 化部 門 との利 益

合 計 は,78～81年 期 の利 益 合 計 の76%に と どま つ.〔い る、,鉄鋼 不況 期 を抜 け 出

す 過 程 で鉄 鋼 部 門 が その収 益 力 を回 復 あ るい は増 強 して い く一 方 で,そ の 同 じ

時 期 に多角 化部 門 の収 益 力 低下 が 進 行 して い たわ け'.であ る。

次 に,同 じ時期 にお け る収 益構 造 の 変 化 を個h:1=)資 本 ご とに特 徴 づ けて み る。

まず 多角 化部 門 の利 益 を拡 大 す る一 方 で,鉄 鋼 部 門 の利 益 を縮 小 して い るの が

USXで あ る。 この限 りで ば,USXは 確 か に9:i;:;鋼 の傾 印 を強 め て い る とい

えるD

ところが,鉄 鋼部門 の利 益縮小 におけ る長期 ス:・の影響 を考慮す ると,事 態
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は そ う単純 ではない。仮 に78～81年 期 の鋸

89年 期 のではな く87～臼9年の合計 とすれば,

か わ らず利益額 は大幅 に拡大 している。収il

を,87～89年 期 の数値 で比較すれば,.そ の、[

低 いが,78～81年 期 よ りは高 くなる。.多角イ

ことによ り,鉄 鋼部門は確 かに副次的事業=i

全体 に占める鉄鋼部門の比重は この10年 は 、

LTVと ベス レヘム とは,鉄 鋼部門 の利1

利 益 を縮小 させてい る。L'rVは 多角 化剖

で補 うことによって利 益合計 を拡大 させて1

部門の赤 字 によ って利 益合計 を縮小させる1

も収益全体 に占める鉄鋼部 門の比率は大巾副

を強 めて いる事 実は明 白であ る。

イ ンラン ドは,収 益に占める鉄 鋼部門の,

既 に見た よ うた86～88年 合計 を4年 分 に換;

多角化部 門 ともに伸 びを示 しているが,両 ・

アー ムコは,鉄 鋼部門 も多角化部門 も利.

おけ る利益縮小があま りに も急激 であ るた

鉄鋼部 門の比率 を大幅 に上昇 さぜてい る。

の同利益の20%程 度 に とどま っているが,

81年 期 の利益の92%を 失 ってお り,全 体 と

の依存度 を高めている。

最後 に,設 備投 資動 向の推移か ら,個 々

なかで鉄鋼事業 を どう位置 づけていたのか

ベス レヘ ムとは,そ の設 備投資の鉄鋼部 門

部 門を明 らかに鉄鋼部門 に しぼ り込んでい

スを考慮 しなが らも,全 体の損益 を基本的

….

・.3号

'部 門利 益 に対 比す る数 値 を
、86～

そ れ が3年 分 の合 計 で あ る に もか.

=.全体 に.占め る鉄 鋼 部 門比 率 の変 化

::率(29,1%)は74～77年 期 よ りは

=.部門 をエ ネ ルギ9一事 業 に集 約 した

..門 へ と転 化 した の で あ るが,利 益

;::の間 に.寧ろ拡 大 して い るの で あ る。

:謎 ゴ拡 大 し.てい るが,多 角化 部 門 は

:の 利 益 縮 小 を鉄 鋼 部 門 の利 益 拡 大

駒,対 照 的 にベ ス レヘ ムは 多 角 化

頂.向にあ る、,だが,い ず れ に あ って

:=....1二弄 して お り,両 社 が 鉄鋼 専業 色

τ:率にほ.とん ど変 化 を見 せ てい ない 。

:1窪.:す.れば ,利 益 額 自体 は.鉄鋼 部 門,

蓄の 比率 には大 きな変 化 は な い。

….,「;1を.縮小 さ.せな が ら,多 角化 部 門 に

.〕に.,結 果 と して収 益 全 体 に 占め る

…i失鋼 部 門利 益 の縮 小 幅 は78～81年 期

多角 化部 門 に お け る利 益縮 小 は78～

して の利 益急 減 の なか で鉄 鋼 事 業 へ

:.)鉄鋼 資 本.が 自身 の事 業 部 門 配 置 の

を整理 し一.⊂お く。 第1に,LTVと

へ の集 中度 か ら評価 して,収 益 獲 得

る、、第2に,多 角 化 部 門 とのバ ラ ン

::=左.有す る鉄 鋼 部 門 の収 益 力 向 上 を
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資本 としての中心課題 としたのがイ ソラン ドとア…

ネルギー部門優先の しわ よせを受け る副 次的事業部

を依然 として重要 な収益部 門 として保持 してい るの

こ うして,少 な くと もUSXを 除 く4つ の資本}::.

と しての死活 を左右す る中核的事業部 門 として位 置

あ って も,鉄 鋼部門投資 は再 び拡大 の傾 向にあ る。

以上が,対 日合弁事業 が一挙 に展 開 され る1980年

鋼 資本 にお ける鉄鋼 事業部 門の位置 づけである。

:iiiの位 置づ1ナ(3)(69)69

ム コ と で あ る 。 第3に,工

.1であ り な が ら,鉄 鋼 部 門

が:'U.w).14.で あ る 。

あ っ て は,鉄 鋼 部 門 は 資 本

づ け.ら れ て お り,USXに

代 に お い て の,ア メ リ カ 鉄

IVア メ リカ鉄鋼資本 における 日米 鉄鋼1iii幽弁企業の位置 づけ

1.80年 代 にお け る ア メ リカ鉄 鋼資 本 の近 代化 投 資.

過剰生産能力 をかか えたア メリカ鉄 鋼資本が,老

生 産能力 削減 に本格的に取 り組み始め るのは,ユ984

能 力(1977年 を ピーク とす る)の 削減 は,1983年 時

っていたが,1988年 には30%の 削減 を達成 し,製 鋸.

き上げ るにいた った。他方,圧 延部 門におけ る生 産

な課題 となってお り,熱 延 ・冷延薄板 の操 業率 ぽ上

また厚板 については60%台 にそれ ぞれ とどま ってい

本 におけ る主要 な合理化対象は,こ の圧延部 門に移

こうした傾向の中で,唯 一,生 産能 力を拡大 しな

が亜鉛 メ ッキ鋼 板(電 気亜鉛 メ ッキ鋼板 。溶融亜鉛

率 は90%前 後 と高 く,停 滞 ない し縮小 の傾向.にあ る

顕著 な成長 を見せ る例外的市場 となってい る。

大 手6資 本 におけ.る84年 以降 の設備投資 を概 括す.

化投資,⑨ 品質改善投資 にほぼ限 られて きてお り..

メ ッキ設備(EGL>を 中心 とす る亜鉛 メッキ設備

てい るにす ぎない。

朽 化 設 備 の廃 棄 を も含 めて

1`=Lからの こ とであ るD製 鋼

点 では わ ず か6%に と どま

課 業 率 を90%前 後 に ま で引

能:力削減 は依 然 と して大 き

昇 した とは い え70%台 に.

1.i。今後 の ア メ リカ鉄鋼 資

動 して い か ざ る を え ない。

か ら操 業率 を高 め て い るの

・ ッキ鋼 板)で あ る。操 業

.アメ リカ鉄 鋼 市場 に あ って,

れ ば,そ の内 容 は,① 合 理

:ii;:能力 拡 大投 資 は電 気 亜 鉛

への投 資 が例 外 的 に行 わ れ
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合理化投資の中心は,生 産能力削減 を別

る。83年 か ら87年 の5年 間で14基 の設備.,;;

%で あった6資 本平均の歩留 りは,88年 現

投資は,真 空脱 ガス法21)な ど取鍋精練設備

してお り,6資 本いずれ もが これ に取 り組.

いる電気亜鉛 メ ッキ設備22)につ いては,合

ITC(米 国国際貿易委員会)の 「米 国の…

ポー トは,唯 一米国が 国際競争力 を もつ薄:

あ る と して い る28)。

日米 鉄 鋼 合 弁企 業 ば,い ず れ もそ の 目標

込 ん でお り,特 に,USXのUSS一 コウ

的 と して い る以 外 は,そ の他 全 て が 自動 車

、二す:れ.ば連 続 鋳 造 設 備so)の 導入 で あ

i婁i倒し,こ れ に よ って,77年 に は72

.=332;,%へ と上 昇 して い る。 品質 改 善

:1:噂入.によ る製 鋼 過程 の 改 善 に集 中.

・」で い る。 能 力拡 大 投 資 の行 われ て…

』
1事 業の形 式 で行 わ れ る もの が 多 く,

…Lit板類の 国際 競 争力」 にか んす る レ.

:吏分 野 は 電 気 亜鉛 メ ッキ 鋼 板分 野 で

i二す る市場 を自動車 向け市場 に絞 り

べが 自動車向けの高級棒鋼生産 を目

向け.の亜鉛 メ ッキ鋼板市場 に焦点 を

あて てい る。

ア メ リカ鉄 鋼 資本 独 自のEG〕L〔 電 気亜::il、}メッキ鋼 板 設 備〕 新 設 は,USX

20)連 続 鋳造法 とは,溶 鋼 を注 湯 しなが ら連続 的 にll…個:.させてい く方法 の ことで あ り,純 酸 素吹 き

込 み転 炉 の発 明 と ともに,戦 後の鉄 鋼製 造過程 に制 ラ'.る2大技 術革 新の1つ とされ てい る。 そ の

利 点 と しては,「 造 塊工 程 の省略,設 備 費が2割 程膿 安 い こ とと,工 場面 積 は約半 分 です み,歩

留 りも95%と 従 来 の方法 に比 べ て10%位 向上 す る}:1:かりで な く品質 面で は鋳 片の表 面 がす ぐれ,

そ の うえ大型 鋼塊 で は避 け られ ない成 分の偏 析 が ない こ.とが あげ られ」 る(鉄 鋼新 聞社 『改訂 ・

鋼材 の知識 』 同社:刊,1977年,98頁)。

21)真 空 脱 ガス法 とは,溶 鋼 を真空 処理 して不 純物i:.Fill失す る方 法の こ とで あ り,大 き く取 鍋脱 ガ

ス法,流 滴 脱 ガ ス法,循 環脱 ガス法 の3っ に.分けli..れる.,「 鋼 は水 素,酸 素,窒 素 な どの ガ ス を

吸収す る性 質 を も って お り,温 度 が上 昇す る につれ て増 大す ・る。鋼 中 には この よ うな ガスが あ る

場 合 には非 金属 介在 物 な どの 原因 とな り白点,ブ1・1ホ.・一ル 〔ガ.スに よる空 隙〕,ブ リス ター 〔製

品表面 の フ クレ〕 は鋼の 性質 に悪 い影響 を及 ぼす`りで,こ の よ うな有害 ガス を溶鋼 か ら取 り除 き,

その うえ有 害 ガ スの侵入 を防 ぐた め に溶 鋼 を 円筒 状9)真 空 室の なか に入 れ,鋳 造 作業 を行 う」。

これ が 真空脱 ガス法 の意 味 で ある(鉄 鋼新 聞社 『改 訂 ・鋼材 の知識 』95頁)。

22)亜 鉛 メッキ鋼板 とは 「鉄鋼 を亜 鉛 で被覆 す る こ と1こ1より鉄鋼 を防食 す る方 法 」の こ とで,「 メ

ヅキ方法 に は電気 メ ッキ法,溶 融 メッキ法,溶 射法,シ ェ ラダ.イジ ング法 な どが あ る」(編 集委

員会r金 属術 語辞 典』 ア グネ,1986年 改訂,3頁)〔,自 動車 向け の亜鉛 メ ッキ鋼 板 につ いて は,

野 口満 ・吹沢 一徳 ・神 戸克典 ・熊 田正隆 『自動 車のiiヨ↑素 材』(冬 樹 社,1990年)23～26頁 を参照

の こ と。

23)80年 代に お ける ア メ リカ鉄 鋼 資 本の投資 動 向の詳 細 につ い.'て:は,日本鉄 鋼輸 出組 合 の輸 出市場

調 査 委員会 によ る 「米国 大手6社 の鉄鋼 生産 能力ii:[城と近 代化投 資 の動 向」(日 本鉄鋼 輸 出組合

『月報』1988年7月 号)を 参 照 の こ と。



第1表 アメ リカ鉄鋼資本の部門別営業利益(寄 与率)推 移 (単位=百 万 ドル,%)

USX

LTV

ベ ス レヘ ム 。ス チ ー ル

イ ソ ラ ン ド ・ ス チ ー ル

イ ソ ダ ス ト リ ー ズ

ア ・ ム=

5社 総計

〔鉄鋼〕

〔他〕

〔合計〕

〔鉄鋼〕

〔他〕

〔合計〕

〔鉄鋼〕

〔他〕

〔合計〕

〔鉄鋼〕

〔他〕

〔合計〕

74～77

1,015(42.3)

1,387(57.7)

2,402

404(68.9)

182(31.1)

586

N.A.

N,A.

N,A.

611(74.8)

206(25.2)
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〔鉄 鋼=1…

〔他)

〔合計 〕 、
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1)イ ンラ ン ド・スチール ・イ ソダス トリーズのみ1989年 の数値 が欠け てお り,1974年 か ら1988年 までの数値 で計算 してある。

2)ア ーム コめ 〔鉄鋼〕 は,普 通鋼部門 と特殊鋼部 門 との合計値 として ある。
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とル ー ジ ュ ・スチ ール との合 弁 に よ るダ ヅル ・イー グル ・コ ーテ ィソ グズ と,

ベ ス レヘ ム とイ ソ ラ ン ドとを中心 と した・li…・.弁に よ.ξ}ウォル プ リ ヅジ ・コーテ ィ

ン グズ,そ れ にア ーム コが ミ ドル タ ウ ン製鉄 所 に}i窒立 させ た ものの3基 で あ る

・ が24),そ れ 以 外 は,85年 にナ シ ョナ ルの グ ー一r.〆 イ クス 製鉄 所 の エ コー ズェ

場 にEGLが 新設 され て 以来,LTVと(_i::友 金 属::]二業 とのL-SEG,L-SIIEG,

ア ー ム コ と川 崎製 鉄 との合 弁 で あ る ア ーム=… スチ …ル ・カ ンパ ニー(ASC)

にお け る ミ ドル タ ウ ン製 鉄所 の 第21EG]〔.,,イ ソラ ン ドと新 日鉄 との イ ソ コー

ト(EGLとCGL〔 溶 融 亜 鉛 メ ッキ鋼:包…i:設備〕 との双 方 を新 設)と,対 日合

弁企 業 に よ るEGL新 設 が続 く。

また,イ ンテ ックの他 に,NKKと ナ シ!…,ナル とカ ナ ダ の鉄 鋼 資 本 で あ る ド

フ ァス コ との合 弁 に よ るDNNガ ル バ ナ ・..ジソ グや,.USXと 神 戸 製 鋼所 との

プ ロテ ック ・コーテ ィン グの よ うに,主 に ア メ リカF3動 車 資本 に よ る需 要 を見

込 んだCGLの 新 設 も行 われ てい る25)。

こ う して,ア メ リカ鉄 鋼資 本 の側 か ら.ず:れ、ば,対.日 合 弁 企 業 は,ほ ぼ 唯一 の

生 産能 力 拡 大 分野 で あ る 自動 車 向 け亜鉛 ・1.:,キ鋼 板設 備 へ と集 中 して い る26)。

2.ア メ リカ鉄鋼 資 本 にお け る 日米 鉄鋼ri…i國弁企 業 の位 置 づ け

最後 に,本 稿 の結 論 と して,H・ 皿章 に.見た各 ア メ リカ鉄 鋼 資 本 にお け る鉄

鋼 事業 部 門 の位置 づ け の相違 を考 慮 しつ ・::),それ ぞれ にお け る対 日合 弁企 業 の

位 置づ け を ま とめ てお く。

USXに お け る対 日合 弁企 業 は,US.S一 ・一一コ ウベ とプ ロテ ック ・コー・テ ィ ソ

グ との2社 で あ る。CGLみ み を保 有 す 差…iプ・テ ッ クの位 置 づ け は,需 要 の拡

24)そ れ 以前 には,USス テ ー・ル(当 時)の ゲ ー1

1984年6月9日 付 「日本経済 新 聞」参 照。

25)こ れ ら合弁 企 業 の設 備 内容 につ いて は,拙 稿

の こ と。

26)そ'の 直接 の動 機 とな った ア メ リカ自動 車資 本 ヌ

ッキ鋼 板 の購 入等 につ いて は,拙 稿 「鉄 鋼産 業1:

こ と。

一.一製鉄 所 がEGLを 唯 一保有 す るの み であ った,

.鉄 鋼産 業 に おげ る 日米 合弁 企業 の展 開」 を参 照

=パ イ ・アメ リカ ン政 策 変更 に よる 日本製亜 鉛 メ

=.おけ る 日米合弁 企 業 の設立 」32～33頁 を参照 の



アメリカ鉄鋼資本の多角的:事業展開と日米合弁.::≧=.ii睾iの位踊1づけ(3)(73)73

大 す る 自動 車 向 け亜 鉛 メ ヅキ鋼 板 市場 に お け るよ}:卜優位 な地 位 の確 保 とい う目

的 に従 え られ て い る。

他 方,USS一 コ ウベはUSXの ロレイ γ製鉄 所 を:1>離 し,こ れ を合弁 化 し

た もので あ るが,ロ レイ ソ製 鉄 所 は製鋼 能 力 にお い.US:X第2の 規 模 を誇 る

主 要 製 鉄所 の1っ で あ り,同 時 にuSX唯 一 のRP.　 生1産拠 点.で もあ った。US

S一 コウベ は,老 朽 化 した製 鉄 所 の再 生 の た め に.,神 戸 製 鋼所 主 導 で 連続 鋳 造

設 備 の新 設,圧 延 設 備 の改造,検 査設 備 の強 化 な1::.の大 規模 な合 理 化 ・品質 改

善 投 資 を行 って い る。 また,89年 末 には 日本 自動1雲i…:資本 へ の高級 棒 鋼供 給 を直

接 の 目的 と した大 規 模 投 資 も行 われ,ア'メ リ:カでの部 品(素 材)調 達 率 の 引 き

上 げ を急 ぐ 日系 自動 車 メ ー カ ーの需要 に こた え る11:.とを急 いで い る。

エ ネ ル ギ ー部 門 優 先 での設 備 投 資 を行 いつ つ,ll…:時 に鉄鋼 部 門 を も第2の 収

益部 門 と して維 持 ・成 長 させね ば な らないU,5Xに と ゲ て,.日 本 鉄 鋼 資 本 の協

力 の も とで の老 朽 製 鉄所 再 生 は,投 資 資 金 の節約 ～:,世界 最 高 級 の技 術 の フル活

用 とい う2つ の 点 に お い て,貴 重 な利 益 を もた ら.すもの と.な・って い る。

仮 にUSXが,鉄 鋼 事 業 にお け る収 益 追 求 と鉄illii階業 の売 却 に よ る新 た な投

資 資 金 獲 得 との 路線 上 の対 立 を孕 ん で い る と して も」 主 力製 鉄 所 の再生 は よ り

高 い身 売 り価 格 の形 成 を も実 現 してい くの で あ るか ら,鉄 鋼 事 業 強 化 とい う当

面 の戦 略 にお い て は両 路線 の利 害 対 立 は あ らわ とな らない2冒)2∈i)。

LTVの2っ の合 弁 企 業 は,い ず れ もEGILの.;13・ を.保有 し て い る。L-SEG

は ア メ リカ 自動 車 資 本 へ のEGL鋼 板 供給 を 目的li:.して,ま たL-SIIEGは 専

ら日本 自動 車 資 本 へ の供 給 を 目的 と して設 立 され て'、・る。 出 資 比 率 は前 者 にっ

27)「 海外 レポ ー ト ・米産業 界 に広が るUSX鉄 鋼 身売 りの 衝Iilll」は,「USXが いずれ 鉄鋼 事業

を手 放 す こ とは は っ き りした 」(1ユ7頁)と 結論 づ けて い る。[.か し,第 皿章 で見 た よ うな80年 代

終盤 に おけ る営 業利 益総体 に占 める鉄 鋼.部門 比率 の上 昇 を考億 す れ 酔ま,・=・ネルギ ー部 門優先 の戦

略 を貫 きな が ら も,同 時 に,鉄 鋼部 門 にお ける収益 拡 大 を追:2iミ1してい か さ備 を得 ない とい うのが

実情 で あ ろ う。 鉄鋼 部門 の収益 とその売却 価 格 とのパ.ラソス..ll・母 燃 してい るこ とほ当然 予測 され

る こ とだが,そ の収 益構 造 の具 体的分 析 を欠 いた まま で 「身.:;lliり」 を既 定:方針 の よ うに い うのは

根 拠 薄 弱で ある。

28)USXは1985年 ユ2月に,韓 国 の浦項 綜合 製鐵 と,カ リフォ・..㌧.・・7'州 の ヒ㌧,ツパ ー グ工 場 を折 半

合 弁 として経営 す る との合 意 に達 してい る。戸 田弘元 『鉄 鍋隈 」口:239【・・240頁)参 照 の こ と。
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い てはLTVが60%,後 者 に つ い てはLTY'が50%と な っ て い る。 ま た,L-

SIIEGに お け る初 期 投 資 の90%近 くを住 衷 金 属 工:業側 が 出 資す る な ど,L-

SEGか らL-SIIEGへ と,住 友金 属 工:業側 の 主導 性 が 次 第 に強 く発 揮 され る

よ うに な っ て きて い る。

イ ン ラ ン ドにお け る合 弁事 業 の位 置 づ け

生 産 す る イ ンテ ック と,そ の原 板 供給 を う1

生 産 す るイ ン コー トとが保=膏 され,るが,出i

60%,後 者 が50%と な って:お り,ま た イ ン.

日本 製 鉄 が 出資 して い る29)。資 金面 で も7x./

て い るの で あ るか ら,日 本 側資 本 が合 弁企i

くる のは,LTVの 合 弁 に あ って もイ ン ラ.

あ る。

iゴ同様 で あ る。 メ ッキ鋼 板 の原 板 を.

-.'..「=EIGL鋼 板 お よ びCGL鋼 板 を

.iミ〔1比率 につ い て}ま前者 が イ ン ラ ン ド

:1・.一一トにお げ る初 期 投 資 の80%を 新

….{1.面で も 日本 側資 本 が 主 導権 を握 っ…

一i;の運 営.にお け る発 言権 を強 化 して

:・.ドの 合.弁に あ って も当 然 の こ とで

だが,こ こで注 目すべ きぽ,鉄 鋼専 業資本 と しての色彩 を最 も強 くもつ両資

本 が,対 日合弁事業 の範囲 を圧延 あるいは.阻 ソキ とい う下工程 に限定 してい る

.事実 である。 もう一つ の鉄 鋼専業資本 であ るベス レヘ ムが,対 日合弁企業 を も

た ない唯一 の鉄鋼大手 とな っているとい う事実 をも考慮すれば30),鉄 鋼事業 の

領域で こそ資本 としての活路 を開かねばな.1…)ない これ ら資本 は,大 規模 な合弁

29)イ ン ラ ン ド ・スチ ール の親会社 で あ るイ ソ ラ ン ド ・ス ヂ・一ル ・イ ンダス トリー ズ(ISI)と

新 日本 製鉄 との 株式 の相互 持 ち合 い や,事 実上 の長1;.1貸付 とし.ての意味 を もつISIへ の新 日本

製鉄 の資 本 参加 につ いて は,拙 稿 「鉄 鋼産 業 にお り'る…1米合弁 企 業の展 開」 注20を 参 照 の こ と。

30)各 資 本が対 日合弁 に よ りEGL・CGLを 強化 す.illI・.h,こ=れに単独 で対抗 しよ う とす るベ ス レ

ヘ ムの,こ の領域 にお け る投 資戦 略 は次 の よ うで あ.il
r、 まず,88年 にNKKか ら日産 自動車 が採

用 して いる有機 複合 メッキ鋼板(DURA)の 製 造……:1術供 与.を憂1け,日 本 自動 車資 本 の需要 に対

す る単独 で の対 応 の基 礎 をつ くる。 次 に,89年 には1自 動 車 向1ナCGL設 備 の新設 を明 らか に し,

さ らに同 じ く89年,イ ンラ ン ドに よるイ ン コ・一 ト設:iz「、を契機 と し,て,イ ンラ ン ドとの合 弁事 業 で

あ る ウォル プ リ ッジ ・=z一 テ ィ ングズ(EG:L)へ.:戸)出 資 比 率:およびそ こか らの製 品供 給比 率 を

高 め る こと とす る。 こ うして,ベ ス レヘ ムは 自動 車liilけ『亜鉛 メ ッ・綿 岡板 の生 産 能力 を3倍 近 くも

拡 大 してい る。

また,ベ ス レヘ ムは,ベ ス レ.ヘム製 鉄所 とステ イ.・一ル トン製鋭 弄での鉄道 レール,構 造材 の生

産 ・販 売 を,イ ギ リスの ブ リテ ィッ シュ ・ス チー ル 〔:135C;)と の合 弁事 業 と して行 うため の交

渉 を行 って お り,正 式 調印 は近.いと見 られ て いる。1:=れが実 現すれ トま,そ の提 携 内容 に応 じて,
ベ ス レヘム にお ける鉄 鋼事 業再編 の戦 略 につ いて の::…iF=た:な玄沸『=が必 要 とな う ラ

。
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事業 にともなう経営権 の大 幅な委譲 を避 け るために、 これに対 して意識的 に慎

重 な態度 を とっている と思われ る。

アーム コのASCは,そ の普通鋼部 門全体 を川崎:li　鉄 との合弁事業 としてい

る。設立直後 に総額11億 ドル とい う巨額の設 備投盗 計画が発表 され,そ の後 さ

らに川崎製鉄の追加出資を受けて,連 続鋳造設備,第2EGL,連 続焼鈍設 備,

「CGL
,真 空脱 ガス設備な どの大型設備新設 がすで に着 手されてい る。

普通鋼部 門全体 を合弁化す るとい うア ーム コの行動は一3C[∫P代において鉄鋼

専業的色彩 を急速 に強 めた とはいえ,「 ア ームコ{;::鉄鋼部 門1こついて も,特 殊

鋼や 自 らに適 した ものに特化 しているため,将 来 も特殊 鋼な どの素材や プ ロセ

スに関わ ってい くだ ろ う」(同 社85年 版)と して,鉄 鋼部門におけ る特殊鋼部

門の位置づ けを特別 に強調 していた 「長期 経営戦略」 の展:開の1つ として理解

され る。 この 「戦略」 の展開は,ASC設 立Q基 本含意が発〔表 され た翌年 の89

年 には特殊鋼部 門への設備投資が急拡大 し,82年 以降初 めて特殊鋼部門への設

備投資が普通鋼部 門へのそれ を上回 るとい う事実}::浩あ ら芽づ・れてい る。川崎製

鉄の技術 と資金 を活 用 して収益変動の激 しい普通鑓部 門の強化 を図 りつつ,他

方で,安 定 した黒字部 門であ り長期的 な成長 を見込む ことので きる特殊鋼部門

.によ り大 きな力を集中 しよ うとい うこの 「戦略」1馬 ア …ム コにおけ る新 たな

事業部門再編への入 口とな りつつ ある。

.ナシ ョナル とDNNガ ルバ ナイジング とを保有す る7VIIは,基 本的に鉄鋼

事業か らの 「撤退」 を図 っている。ナ シ ョナルへ のNKK:の 資本参加が行 われ

た翌 年の85年,ナ シ ョナルはEG]L新 設 と同時に,向 こ う5年 間で12億 ドルの

巨額の投 資計画 を明 らか に した。投資 内容は高炉,:;・害一 クス炉.連 続鋳造設備

の増 設 な ど上工程 か らの全般 的な設備近代化 を目i指した もので あ り,投 資資金

には主 に内部留保 をあてるが,設 備の新増設 ・改修1こぽNKK:が 全面協力す る'

とされた。だが,短 期的利益の追 求を急 ぐNII,'一.,長 期計画の もとでの競争

力強化 を促進す るNKKと の路線対立 は早 くか ら:1!i≡:在し,す でに85年 末 あ るい

は86年 初頭 にはN-IIが 保有 していたナ シ ョナル株:・:D残りすべ て(全 体 の50%)
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の 売却 をNKKに 打 診 して い る。

第7表 に見 る よ うに,85年 以 降 ナ シ ョ=ナ.ルへの設 備投 資 規模 は 拡 大 した が,

それ に見 合 うだ け の 営業 利 益 は あが っ℃ 蘭 ≡:・ず,第:≡ 三者 へ の株 式 売 却 を禁 じて

い た そ の期 限 が 切 れ る と同時 に,N工1か らTqKKへ の株 式 売 却 の合 意 が 形成

され て い.く。2000年 にはNIIの 持株 比 率 に::10%に まで低 下 す る見 通 しで あ り,

NIIの ナ シ ョナ ル か らの 「撤 退」 とい う意 図 は 開 らか で あ る。

第7表 オシ ョナル 。スチールにおけ る営業 利益推移 と設備投資推移

(単位:百 万 ドル)

82 83 84 851(46…878889合 計

鉄 鋼1▲ …1▲ ・871・ ・:▲581:・li石 ・闘6311121

鉄 鋼82149・ ・:?62:・ …8・ ・781

(資 料)ア ニ 訊 ア ル ・レ ポ ー トc.

1)太 線 の 上 段 は 営 業 利 益 推 移,下 段 は 設 備ll;償 推 移,

2)ナ シ ョナ ル ・ス 、テ ー ル の 決 算 はNI:1の 」…1';}'「,に 連 結 され て い な い。

した が って,89年 のDNNガ ル バ ナ イ ジ

出戦 略 に も とづ いて行 われ た とい って 良 い

よ り,NKKは 最 も品質 要 求 の厳 しい 日本

能 とな り,ま た ナ シ ョナ ル本 体 のCGLと

鉄 鋼 メ ー カ ー と して最:大 のCGL鋼 板生 産.

比率 は,ド フ ァス コ50%,NKX40%',ナ

ナル か らのNIIの 撤 退 に と もない.NI

い くこ と とな る。

.ング設 立 ぽ,専 らNKK側 の対 米進

、IC;GI,工 場 であ るDNNの 保:有 に

製 自動 車 の外 板 を供給 す る こ とが可

念』わ せ て,NKKは アメ リカ の 日系

{彪力 を保 有 す る こ と とな った 。 出 資

1ンヨナル10%と な ってお り,ナ シ ョ

:ほDNNか ら も自動的 に撤 退 して

3.今 後 の課題

日米合 弁企業は,ア メ リカ鉄鋼資本 に と

のための手段なのか とい う,本 稿冒頭 の問1

である6問 題 を具体的 に分 析すれ ば,ア メ

.

・,て「.撤退」 の手段 なのか 「再生 」.

、璽i提起 に対 す る回答はす でに明 らか!

,.力鉄鋼資本全般 の動向 を 「撤退」
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や 「再 生」 な どの単 一 の傾 向 に よって塗1:.潰 す こと 自体 の 誤 りが よ く わ か

る81)。

NIIは 合 弁企 業 を 「撤 退 」 の手 段 ・方:.ililと.して位 置 づ け て お り,他 方,U

SX,LTV,ア ー ム コ,イ ン ラン ド.の5….iiil本は,こ れ を 「再 生」 の 手 段 と し

て位 置 づ け てい る。 それ ぞれ の 資本 にお け る鉄 鋼 部 門 の位 置 づ けの 相 違 に応 じ

た,そ の 「再生 」 の手 段 と して の位 置 づ け:1>相 違 にく)いて は,上 に見 た とお り

で あ る。

さて,「 撤 退 」 か 否 か とい う論 点 に つ い.'1.:の回 答 は以 上 に よ って与 え られ た

と して も,冒 頭 に紹 介 した 「協 調」 論.につ.,・て.は,実 ぽ も う1っ の論 点 を指 摘

す る こ とが で き る。 そ れ は,合 弁企 業 の設 立 と展 開 とい う事態 を貫 く運 動 の原

動 力 を何 に 見 るか とい う問題 であ る。 事 態 を:協調 関係 の発 展 と して の み 見れ ば,

日本 鉄 鋼 資本 に よる ア メ リカ鉄 鋼 資 本 か ら1:=.).市場奪 取 とい う対 抗 関係 の展 開 を

看 過 す る こ とに な る とい う点 につ い て は既.こ∴ふ れ た.が鋤,協 調 と対 抗 との相 互

関係 の分 析 を含 む で あ ろ う 日米 鉄 鋼資 本 間1:1)「競争・.」関 係 そ の もの につ い ては

まだ 私 の見 解 を示 して い な い。 この 「続 争...1関係 の展 開 こそ が事 態 を貫 く運 動

の原 動 力 で あ る と考 え る私 に とって は,こ.::.㌧を.日米 鉄 鋼 資 本 間 関係 を め ぐる事

実 に即 して 明 らか にす るこ とが大 ぎな課 題 と.なる。

だ が,合 弁企 業 設 立 をめ ぐる 日米鉄 鋼 資::‡=:間の 「競 争」 関 係 を論 じる とい う

こ とは,合 弁企 業 の 設 立 にまつ わ り展 開 さ;….1、る 「.競争.」関 係 が,日 米鉄 鋼 資 本

間 の 「競 争 」 関 係 全 体 の どうい う1側 面 で あ る のか を明 らか にす る こ と に他 な

らな い。 そ こで,そ う した分 析 を提 示 す る:;=」に必 要 な研 究 の手順 と して,ま ず

1980年 代 にお け る 日米鉄 鋼 資 本 間 関係 の全1.‡像 を明 ら:う・にす る作業 を,と りわ

け私 の今 ま での薪 究 が意 識 的 に捨 象 して き:;二こ二貿易 を媒 介 とす る関 係 を 明 らか に

3ユ)拙 稿 「鉄 鋼 産業 に おけ る 日米 合弁 企業 の展 開」 「iii繍産 業 にお け る 日米合 弁企 業 の設 立」 も,

この誤 りを共有 して いる。両 論文 は,ア メ リカ鉄鈴ili霞本 金:般の動 向 を 「撤 退」 に よ って特 徴 づ け

よ うとす る リンの見解 に対 して,そ れがむ しろ 「孕≡:生一 の手段 として の意義 を もつ と批判 してい

るが,こ の点 で の個 々の資 本の経 営戦 略 の相違 に{3分 析 が及 ぼ、r、.NIIが 例外 的 に 「撤 退 」の

戦略 に も とづい て ナ シ 。ナル ・ステ ー.ルを売却 して い る こ とを 明示 す る こ とが で きなか った 。

32)拙 稿 「鉄 鋼産 業 に おけ る 日米合弁 企 業 の設立3;'.・.・窓.邑頁,,
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す る作 業 を優 先 させね ば な らな い。 貿 易 を

を分 析 す る こ と,こ れ が私 の 当.面す る次 の

:!:・:3号

ir;:;.介と.し た.日 米 鉄 鋼 資 本 の 相 互 関 係

…∋.羅1と な る 。

(1991年9月 稿)


